




























IOC と表記］）１ 第 55 回総会（1959 年）において、東京への（1964 年の）五輪招致を訴
えた平沢和重による演説の一部抜粋である。英語によるスピーチであったが邦訳も併記す
る。２ 邦訳の傍線は筆者が加えたものである。
　Japanese youths have a deep understanding and strong longing for the 
Olympic Games. They have heard of the Olympic spirit and Olympic movement 




　I have here with me a textbook used by the sixth graders at Japanese primary 
schools. / Seven pages of this textbook are devoted to an article called “ The 
Flag with Five Circles ”. It tells of the origin of the Olympic Games, its basic 
principles, and the life of Baron de Coubertin, the father of the modern Olympic 





　“ Olympics, Olympics. Our hearts jump a beat when we hear these words. / 
１　 IOCは1894年に設立され、２年後に第１回近代オリンピック大会をギリシアで開催すること、
４年ごとに世界各地で大会を開くこと等を決定した。
　　 初期の IOC は一種の私的なクラブで、規則もクラブの会則の域を出なかったが、1921 年に
理事会が作られ、組織的性格を備えるようになっていった（日本オリンピック・アカデミー
編著［2008］『ポケット版オリンピック事典』楽、p.28.）。




　Athletes gather from all over the world hoisting aloft their national flags. / 
The athletes compete against each other under the same rules and the same 
conditions. Peoples from widely separated parts of the world develop friendship 
while vying for victory. / I might be said that the Olympic Games form the 






　Gentleman, Japan’s enforcement of compulsory education is the most thorough 
in the world. This means, in other words, that all Japanese children are instilled 























８　 小林正泰（2016）「1964 年東京オリンピックをめぐる道徳教育の課題とその論理 ―― 国民
的教育運動における公衆道徳と『日本人の美徳』――」『東京大学大学院教育学研究科 基礎




　　 同運動を 1998 年の長野五輪当時に初に行った長野市の学校（75 校）の中には、現在も取り
組みを継続させているところがあるという。
10　 平井敏幸・真田久（2001）「長野冬季オリンピック大会での［一校一国交流活動］とオリン
ピズムについての理解との関連に関する研究 ―― 長野市内の小学校児童について ――」『日
本体育大学紀要』第 30 巻 記念特別号（第２号）、pp.249-267.
11　 高木啓（2013）「『遺産』としての『一校一国運動』 ―― 長野市立徳間小学校の取り組みを中









　　 夏季オリンピックの公式の英語表記は the Games of the Olympiad である。ちなみに、冬季











わっては、平井・真田 10 や高木 11 の研究がある。2020 年五輪にリンクしたオリンピック
教育の研究としては、真田 12 依田・清宮・門屋 13、岡田 14 によるものがある。































「第 12 回オリンピック東京大会組織委員会」（以下、「第 12 回組織委」と表記）の『報告書』
















































































































29　 ピエール・ド・クーベルタン（Coubertin, Pierre, Baron de, 1863−1937）はフランスの教育家・
教育改革者である。スポーツをはじめとする国際交流による国際平和を標榜し、1894 年の「パ
リ国際アスレティック会議」において、五輪復活と IOC 設立を提唱し、その承認をとりつけ、































32　原語は Citius - Altius - Fortius のラテン語で、英語表記は Faster - Higher - Stronger である。
　　 最新版「オリンピック憲章」（2020 年７月 17 日から有効）には、「オリンピックのモットー
である『より速く、より高く、より強く』は、オリンピック・ムーブメントの大志を表現
し て い る 」（p.24.） と 記 さ れ て い る（https://stillmed.olympic.org/media/Document%20

















と IOC の創設が承認されたパリ会議閉会式の演説での “Greek Olympism” のフレーズで
あるとされる。36 しかしながら、クーベルタンは、ベルリン大会の準備を進める市民に向
けてオリンピズムを語った 1935 年まで、この言葉に明確な定義を与えることはしていな
い。37 オリンピズムの言葉を最初に口にしてからおよそ 40 年後の「近代オリンピズムの
33　 清水重勇、クーベルタン塾「次の大会は東京で」（http://www.shgshmz.gn.to/shgmax/
public_html/coubertin/pcdocndex.html）（最終閲覧日 2021 年１月 25 日）






35　 石坂友司（2018）『現代オリンピックの発展と危機 1940−2020 ―― 二度目の東京が目指す
もの ――』人文書院、p.17.
36　 日本オリンピック・アカデミー編著（2019）『JOA オリンピック小事典 2020 増補改訂版』メディ
ア・パル、p.50.





















も 1940 東京五輪の招致に東京が名乗りを上げたのには、関東大震災（1923 年）からの復

























































43　 文部省（1962）『オリンピック読本 ―― 中学生のために ――』、文部省（1963）『オリンピッ












































































































































進特別委員会議録 第５号」、1964 年５月 22 日、https://kokkai.ndl.go.jp/minutes/api/v1/
detailPDF/img/104603812X00519640522）。（最終閲覧日 2021 年１月 25 日）
52　 当時の社会・環境問題については、斗鬼正一（2018）「東京オリンピックと日本人のアイデンティ
ティー ―― 1964 年東京大会と首都美化運動、マナーキャンペーン ――」『江戸川大学紀要』
第 28 号、pp.337-362. が、開催都市東京の交通地獄、ゴミ処理問題、悪臭等の劣悪な生活環境
に関しては、柴田徳衛（1959）『東京 ―― その経済と社会 ――』岩波新書、pp.79-157. に詳しい。






































































































































染拡大の影響を受けて翌年に延期となった東京オリンピック（正式名称：the Games of 
the XXXII Olympiad、以下、便宜上「2020 東京五輪」と表記）をめぐる教育について、
東京都教育委員会作成の『オリンピック・パラリンピック学習読本』56 から探ってみたい。
同著を検討対象とするのは、2020 東京五輪に関わる国による読本が存在しないからである。








変更された（日本オリンピックアカデミー編著『JOA オリンピック小事典 2020 増補改訂版』
pp.256-258.）。
56　書誌情報については、本章⑴で言及する。















　　　 公益財団法人東京オリンピック ･ パラリンピック競技大会組織委員会ウェブサイト（https://
education.tokyo2020.org/jp/teach/texts/book/）（最終閲覧日 2021 年１月 25 日）
　　　 ちなみに、2016 年開催のオリンピック・パラリンピック時にも東京都は招致活動を行なっ
たが、その一活動として、特定非営利活動法人東京オリンピック・パラリンピック招致委員
会による読本：『みんなをむすぶオリンピック ―― 夢・感動・未来 ―― オリンピック学習
読本（小学校）』・『世界を結ぶオリンピック ―― 情熱・人・スポーツ ―― オリンピック学





2016/release20160324_02.html）（最終閲覧日 2021 年１月 25 日）





































































































































































































66　 ちなみに、最新版である 2020 年の『オリンピック憲章』でのオリンピズムの定義（英文・邦文）
が次である。
　　　1991 年版と若干の違いはあるものの内容に大差はない。
　　　 Olympism is a philosophy of life, exalting and combining in a balanced whole the 
qualities of body, will and mind. Blending sport with culture and education, Olympism 
seeks to create a way of life based on the joy of effort, the educational value of good 





　　　 2020 年版と 1991 年版の違いは、the joy of effort の箇所が 1991 年版では the joy found in 




























































　　　 この時、文部省も、小・中学生対象の『世界からひとつの花になるために ―― 冬季オリンピッ








































の動勢が 2020 東京五輪の行く末を左右する様相となっている。IOC のトーマス・バッハ
（Thomas Bach）会長は、2021 年１月１日、IOC 公式サイトでの新年のメッセージで、「ト

























ツ政策の理念的モデルの検討 ―― IOC 会長辞任直後のピエール・ド・クーベルタンによる













・小 林正泰（2016）「1964 年東京オリンピックをめぐる道徳教育の課題とその論理 ―― 
国民的教育運動における公衆道徳と『日本人の美徳』――」『東京大学大学院教育学





・清 水 重 勇「 ク ー ベ ル タ ン 塾 」（http://www.shgshmz.gn.to/shgmax/public_html/
coubertin/pcdocndex.html）（最終閲覧日 2021 年１月 25 日）
・東 京都教育委員会『オリンピック・パラリンピック学習読本 高等学校編』公益財団法
人東京オリンピック ･ パラリンピック競技大会組織委員会ウェブサイト（https://
education.tokyo2020.org/jp/teach/texts/book/）（最終閲覧日 2021 年１月 25 日）
・田 原淳子（2008）「オリンピックと教育 ―― オリンピック競技大会誕生の背景とその
今日的意義 ――」『体育・スポーツ科学研究』第８号。
・永 井松三編（1938）『オリンピック精神』第十二回オリンピツク東京大會組織委員會。
・舛 本直文（2012）「『オリンピック教育』の今日的課題」『体育科教育』第 60 巻第７号。
・文 部省（1963）『オリンピック読本 ―― 高等学校・青年学級向け ――』。
・和 田浩一（2010）「オリンピズムという思想」『現代スポーツ評論』第 23 号。





たスポーツ政策の理念的モデルの検討 ―― IOC 会長辞任直後のピエール・ド・クー
ベルタンによる教育改革の分析を通して ――」『2014 年度 笹川スポーツ研究助成 研
究成果報告書』。
・和 田浩一（2016）「クーベルタンが考えたオリンピズム」『体育史研究』第 33 号。
・和 田浩一（2018）「近代オリンピックの創出とクーベルタンのオリンピズム」小野田泰直・
井上洋一・石坂友司 編著『〈ニッポン〉のオリンピック ―― 日本はオリンピズムと
どう向き合ってきたのか ――』、青弓社。
